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【 目 的 】　 食 物 繊 維（D.  F. ) の 定 量 方 法 に つ い てS  i e ge Iや 貝 沼 ら は 炭 水 化 物 の 分 類 に 合 わ せ

て リ グ ニ ン， ヘ ミ セ ル ロ ー ス 及 び セ ルa   ー ス を 定 量 し て い る が， ペ ク チ ン 質 は 瞳 外 さ れ て

い る。 し か し， こ れ ら の 両 分 中 に ペ ク チ ン 質 が 含 ま れ て い る こ と が 推 察 さ れ る。 本 研 究 で

は， 上 記 のD.  F. の 定 量 方 法 に 平 行 し て ペ ク チ ン 質 の 定 量 を 行 い,      D. F. と 結 合 し て い る ペ ク

チ ン 質 の 存 在 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た。

【 方 法 】　 試 料 は， 新 鮮 な 三 河 産 春 キ ャ ベ ツ 及 び 嬬 恋 産 高 原 キ ャ ベ ツ を 凍 結 乾 燥 し て 用 い

た。 （1 ）D.F. は， 貝 沼 ら の 方 法 を 用 い， リ グ ニ ン， ヘ ミ セ ルa   ー ス 及 び セ ルa    ― スを 定 量

し た。 ま た,      D. F. と 結 合 し て い る 各 両 分 中 の ペ ク チ ン 質 をｌ－フ ヱ ニ ― ル フ ェ ノ- ル 法 に よ

り 無 水 ガ ラ ク チ ュa ン 酸 と し て 定 量 し た。 （2 ）T ル コ ー ル 不 溶 性 固 形 物 （AIS ）を 用 い て 三

浦 ら， 金 子 ら， 渕 上 の ペ ク チ ン 質 の 定 量 法 を 比 較 検 討 し た。(3) 加 熱 調 理 は， 生 試 料 を　５

分 及 び40 分 間 沸 騰 さ せ た 後， 凍 結 乾 燥 し 試 料 と し た。

【 結 果 】　 生 キ ャ ベ ツ 中 の リ グ ユ ン, ヘ ミ セ ルa    ― ス 及 び セ ル ロ ー ス の 合 計 量 は 約1.  i% で

各 画 分 中 に 含 ま れ る ペ ク チ ン 質 の 合 計 は　0. n% で あ り， そ の 割 合 は， 冷 ・ 熱 水 抽 出 両 分 に

57. 1%, リ グ ニ ン 抽 出 両 分 に21.  9!l!, ヘ ミ セ ル ロ ー ス 抽 出 画 分 に □ 。6%. セ ルD     ー ス 抽 出 両 分

にI.  9% で あ っ た。 キ ャ ベ ツ の　AIS を 用 い て ペ ク チ ン 質 の 定 量 方 法 を 比 較 検 討 し た 結 果， 総

ペ ク チ ン 含 有 量 は 三 浦 法 変 法 ＞ 金 子 法 ＞ 渕 上 法 の 順 で あ っ た。 ま た， 加 熱 処 理 に よ り 総D ．

F. 量 に は 顕 著 な 変 化 は な か っ た。 し か し,      40分 の 加 熱 調 理 に よ り ペ ク チ ン 質 の 約　40% が 煮

汁 中 に 溶 出 し， 特 に 塩 酸 可 溶 性 画 分 の 減 少 か 大 で あ っ た。


